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萩山中の１年間を振り返って 

～本校の教育活動に関する保護者アンケートの結果～ 
 
早春の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃は、本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 
さて、１月に実施しました保護者アンケートへのご協力ありがとうございました。結果が

まとまりましたのでお知らせします。グラフは、左から「Ａよく当てはまる」「Ｂやや当ては
まる」「Ｃあまり当てはまらない」「Ｄ当てはまらない」「Ｅわからない」になります。 
【設問１】学校は、授業や指導方法を工夫し、生徒が互いに学び合い、高め合えるような授業をし

ようと取り組んでいる。 
学校努力点テーマを「学び合い 高め合い～自他の思いや考え 

を大切にする生徒の育成～」と設定して３年目の今年度は、自分 
の思いや考えを表現することと、他者と交流することに重点を置 
きました。ＩＣＴ機器のさらなる活用と、生徒同士が互いに関わり合う機会を大切にし、その機
会を通して、学び合い、高め合うことで、主体的な生徒の育成に向けた取り組みを今後も進めて
いきます。 

【設問２】学校は、生徒をよく理解し、いじめのない学校を目指し真剣に対応している。 
「萩山中学校いじめ防止基本方針」を策定し、全教職員でいじ 

め防止に努めています。「学校生活アンケート」やＷＥＢＱＵを 
活用すると共に、学校生活すべての場において、生徒をきめ細か 
く見守り、いじめの早期発見を心掛けています。日常的な観察と 
教育相談等における面談、学び合い高め合いノートの活用などを計画的に行っています。今後も
「いじめは絶対に許さない」という雰囲気づくりを大切にし、万が一発見した際には、いじめ防
止基本方針に則り、取り組みを行っていきます。毎月設定している「萩山中ＩＮＧの日」を集会
等でもさらに意識できるようにしていきます。（ＩＮＧ…いじめのない学校） 

【設問３】学校は、保護者の疑問や相談に適切に対応している。 
生徒の健全育成のためには、保護者と学校双方の温かさと厳し 

さが必要だと考えています。学校は一人一人の成長を願って指導 
をしています。保護者の方と力を合わせていく上で、電話連絡だ 
けでなく、直接対面でお話をする機会を設けることも大切だと考 
えています。また、今年度もスクールカウンセラーとの面談が数多く行われました。今後も、お 
気付きの事柄やご質問等、ささいなことでも担任やスクールカウンセラーまでお気軽にご相談く 
ださい。 

【設問４】学校は、特色ある学校・学年行事（体育大会、修学旅行など）を通して、感動や友情を
分かち合い、互いに認め合えるよう、工夫している。 

今年度は４年ぶりに全校での音楽会を実施しました。コロナ禍 
に工夫を凝らして行ってきたことと、コロナ禍前に行ってきたこ 
と双方のよさを検討して行いました。生徒たちの活躍する姿を保 
護者の皆様に見ていただきたいという思いをもちつつ、気候、感染症対策、中学校における 
生徒指導面等の検討を重ねて実施していることに、ご理解・ご協力をいただけると大変うれしく
思います。今後も、仲間を応援したり、仲間と協力したりすることで感動を味わえる学校行事や
学年行事等、行事の行い方を工夫し、多くの生徒が活躍し、生き生きとした学校生活を送れるよ
うにしていきます。 
                                （裏面もご覧ください） 



【設問５】学校は、緊急災害時の対応や危険箇所の補修など、安全対策をしっかり行っている。 
本校では、月に１度、校内安全点検日を設け、校内に危険な箇 

所がないか、全職員で点検、修繕しています。また、今年度も、 

年２回の避難訓練と年１回の引き渡し訓練を行いました。避難訓 
練のうち１度は日にちのみを伝え、時間は抜き打ちで実施しまし 

た。今後もいつ起きるか分からない自然災害や緊急時の対応についての準備に真剣に取り組み、 
生徒の健康・安全を第一に考え、様々な活動を行っていきます。 

【設問６】学校は、保護者会、授業参観、学年だより、欠席時の連絡などをきめ細やかに行って
いる。 

学校開放日や保護者会など保護者の方に学校に来ていただいて 
実際に見たり聞いたりする機会をもつことができました。また、 
宿泊行事と進路に関する説明会においてはYouTubeで配信する試 
みも継続しています。今後も、月１回の学年だよりや保健だよりなどで、学校・学年・学級の様
子をお伝えできる方法を工夫していきたいと思います。来年度も授業参観や学校行事等に足をお
運びいただき、生徒たちの生き生きと活動する様子をご覧いただきたいと思います。 

【設問７】子どもは、家庭や学校で元気よく挨拶をしたり、感謝の気持ちを言葉で表したりして
いる。 

学校全体で挨拶運動に継続的に取り組んでいます。また、地域 

の方々・ＰＴＡ・係生徒による働き掛けも行っています。しかし、 
「Ｃ」「Ｄ」が合わせて16％であることは課題と考えます。今後 
は、挨拶の意味を知り、挨拶の大切さを理解した上で、どこでも誰に対しても、挨拶と「ありが 
とう」「ごめんなさい」が自分から気持ちよく言えるように指導を進めていきます。「挨拶する
と気持ちいい」「挨拶されてうれしかった」「ありがとうが言えて（を言われて）心が温かくな
った」等の経験を数多く味わえるようにしていきます。是非ご家庭でも一緒にお取り組みいただ
けたらと思います。 

【設問８】子どもは、学校のきまりや社会のルール・マナーを守って生活している。 
学校のルールや校則を守ることは、安全で快適な社会生活を送 

る基盤となります。生徒の心に響くよう、時には厳しく指導を進 
めています。厳しさの中にも必ず温かさと生徒の成長を願う気持 
ちが込められていることをご理解ください。今年度も、生徒の意 
見を基に校則の改訂を行いました。今後も、生徒が主体となって、よりよい学校づくりをしてい 
きたいと思います。 

【設問９】子どもは、学校に行くことを楽しみにしている。 
生徒の結果は「Ａ」、「Ｂ」と回答した生徒が85％だったのに 

対し、保護者の皆様の結果は８割を切っているという厳しい結果 
になりました。学校が楽しいと思える割合が一層高まるよう、学 
校生活のあらゆる場面で、「学び合い 高め合い」を意識してい 
くと共に、その様子が子どもたちから主体的にご家庭に伝わっていくようになることを願ってい 
ます。生徒が、自分や他者のよさに気付き、関わり合うことの楽しさを実感していけるよう力を 
注いでいきます。生徒も教職員も、楽しく笑顔で過ごすことができる萩山中学校を目指します。 

 
 学校教育全般について、ご意見やご感想などをいただき、ありがとうございました。今後と
も本校の教育活動にご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 


